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リスク・ガバナンスのあり方を考える 
Reconsider risk governance of science and technology 

原子力 
Nuclear Power 

食品 
Foods 

気候工学 
Climate 

Engineering 

ナノフード（Nanofood） 
遺伝組み換えサケ（GM salmon) 
クローン動物（Cloned animals) 

原子力発電所事故 
Nuclear power accident 

再興（Re-emerged） 新興（Emerging） 

新興（Emerging） & 再興（Re-emerged） 

製品 
Products 

研究 
Research 

産業 
Industry 

太陽放射管理（SRM） 
Solar radiation management 

放射性物質（Radionuclides） 



科学技術のステージ（Development stage of science and technology) 

研究 
Research 

産業 
Industry 
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Climate Engineering 
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ガバナンスの欠如 
Lack of governance 

ガバナンスの機能障害 
Dysfunction of governance 

ガバナンスの失敗 
Failure of governance 

太陽放射管理（ＳＲＭ） 
Solar radiation management 
   シミュレーション(Simulation)  
   小規模屋外(Small-scale) 
   大規模屋外(Large-scale)  

新規食品(Novel foods) 
    ナノフード(Nanofood） 
    GMサケ(GM salmon)  
    クローン動物(Cloned animals) 
食品中の放射性物質(Radionuclides) 

原子力発電所事故 
Severe accident 



リスクガバナンスについて真剣に検討する必要 
In depth discussion on “risk governance”  

科学技術のステージ（Development stage of science and technology) 

研究 
Research 

産業 
Industry 

製品 
Products 

気候工学 
Climate Engineering 

原子力 
Nuclear Power 

食品 
Foods 

→新たにガバナンス枠組
みを構築する必要 
 newly development of  
governance framework 

→既存のガバナンス枠組
みを調整する必要 
 Adjustment of  existing 
governance framework 

→既存のガバナンス枠組
みを再構築する必要 
 Overhaul of existing 
governance framework 

ガバナンスの欠如 
Lack of governance 

ガバナンスの機能障害 
Dysfunction of governance 

ガバナンスの失敗 
Failure of governance 



リスク・ガバナンスを考える 
Consider risk governance of science and technology 

規制
Regulation 

監督・監視 
Oversight 

ガバナンス 
Governance 

(a figure from Jennifer Kuzma) 



リスクガバナンスを考えるために 

• 構造、アプローチ、レベル 

• 市民参加の位置づけ 

• 科学、リスク評価、リスク管理の関係/役割 

• 法規制や監視システムの役割 

• リスク以外の要素（社会経済的、その他） 

• イノベーション促進とのバランス 

• 専門家とは誰か？ 

• ガバナンスのための原則 

• ガバナンスの「良さ」の評価クライテリア 

 



食品 Foods 

• 欧州、米国、日本、中国の食品リスクのガバナン
スの仕組みの比較。 

• 新規食品（ナノフード、遺伝子組み換え、クロー
ン）の出現によって、法規制ギャップ＆省庁間コ
ンフリクト＆専門分野のミスマッチが顕在化。 

• 食品中放射性物質リスクへの対応において、真
の専門家の不在と、専門分野の多様性の顕在
化。 

• これらに迅速に対応できるかどうか、ガバナンス
の課題。 

 

 

 

 



原子力 Nuclear Power 

• 「事故から学ぶ」とはどういうことか？「教訓」は
導出する主体によって極めて多様。 

• IRGCの「リスクガバナンスの失敗」枠組みを使っ
た分析では数多くの「失敗」を特定できる。でもこ
れらは目新しいものではなかった。 

• これまで、TMIやチェルノブイリから学んだので
はなかったか？福島からだけ学べる根拠は？ 

• 「文化」のせいにすることで思考停止になる恐れ。 

• 「福島は機会だ（Fukushima as opportunity）」いう
レトリックを使う韓国の原子力人材育成戦略。 



気候工学 Climate engineering 
• 研究のモラトリアムを、ガバナンスが構築される／信頼を得
るまで求める意見と、一定の歯止めを合意したうえで、研究
を推進するべきとする意見。 

• 実際のリスクに加えて、社会政治的リスクが相対的に重要
（モラルハザード、「滑りやすいスロープ」議論） 

• もしマズいことが分かった時点で技術開発を止めることは可
能か？（それが可能な国際的なガバナンスとはどういうもの
か？） 

• バイオ、ナノ、原子力、CO2地中貯留などから学ぶことが可
能では？ 

• 気候工学の特殊な位置づけ：エネルギー技術の革命が起き
ると不要になる可能性。 

• 透明性が課題。しかし、ほとんどの市民が知らない段階でリ
スク認知調査や市民参加はどうすればいいのか？ 



個人的なガバナンス擁護論 

ガバナンスという視点が重要なのは、もしそれが
間違っていることが分かったときにすぐに修正可
能・回復可能な仕組みになりうるから、では？ 
 
そのための仕掛けを考えよう。 
 
専門家だって間違うし、民主主義だって間違う。 


